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有害液体物質をばら積み輸送するケミカルタンカーの揚荷後、揚荷管系内に残留し、海中に排

出される貨物液量を、海洋汚染防止の立場から、少なくしなければなりません。

本研究では、ケミカルタンカーの揚荷後、揚荷管系内に残留している貨物液を簡易に浚えるた

め、ラインブローイングを取り上げ、この高速気流によって残液を除去する方法の有効性を、解

析面から検討した結果について述べたものです。

中小ケミカルタンカーの揚荷管系を実規模大の水平管と垂直管の L字配置で模擬して満水に

し、水平管の一端から加圧空気を供給し、垂直管下端の弁を急開する際発生する気流によって管

内水の排出されるラインブローイング過程が、非定常二相流でモデル化されています。空気源の

容積と圧力、管の寸法および長さ、管系出口端に配置された弁の操作法、管系に作用する背圧の

大きさとその与え方ならびに空気供給系の絞りの大きさ等、実システムで重要となる各項目に対

し、管内への流入空気量、排出水量および管内圧力変化を算出し、管内残水量が求められていま

す。この値と実験結果との比較から、本解析法の適用性が調べられおり、提示された解析手法の

実用性の高いことが示されています。また、実験では行えないようなパラメータの影響について

明らかにされています。

本論で得られた試験結果や解析手法は、実ヽンステムの設計、評価に活用されるばかりでなく、

装置の操作方法や効果的ストッピング方法についての指針を与えるものと思われます。


